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ミヤコショウビンの謎（なぞ）  
 

 

ミヤコショウビンという名前を聞いたことがありますか？ 

 

ミヤコショウビンとは、宮古島にだけ生息（せいそく）していたと言われる、カワ

セミ科の鳥の名前です。 

 

ミヤコショウビンが発見されたのは、今から 125年前の 1887年（明治 20年）でし

た。 植物学者、民族学者、冒険家だった、田代安定（たしろ あんてい) さんは、

宮古島の調査中にミヤコショウビンを捕獲（ほかく）し、【すでに死んでいたのを

採取した、という説もあります】 標本として保管していました。 田代さんは、そ

の後この鳥の標本を東京帝国大学 （現在の東京大学）の動物学の研究室に預けたま

まになっていました。 

 

 

ところが、発見から 30年後に日本ではじめて鳥類の研究を

していたひとりである、黒田長礼（くろだ ながみち）博士

が、この標本についての噂を聞いて発見者の田代安定さんに

発見当時の話を聞くとともに、東京大学に保管されていた標

本を調査しました。 

 

その結果、1919年（大正 8年）には新種の鳥と認め、ミヤコ

ショウビンとして学会に発表しました。 

これによって、宮古島の名前のついた鳥 Halcyon 

miyakoensis が、世界に紹介されたのです。 

 
 

しかし、発見から 50年たっても、宮古島では田代さんが見つけたミヤコショウビン

は一羽も発見されなかったことから、1937年には絶滅種とされたのです。 

田代安定さんによって発見された、ミヤコショウビンの標本は、今でも京都にあ

る、日本最大の鳥類研究センター、山階（やましな）鳥類研究所に保管されていま

す。 

 

山階鳥類研究所にある標本は傷（いた）みがはげしく、色も変わっていますので、

ミヤコショウビンが、ほんとうはどのような鳥だったのかが、わかりにくいですよ

ね。 

http://www.miyakojima-kids.net/I-dobutsu.html


宮古島キッズネット 
 

 

2 この写真がミヤコショウビンに最も

近いといわれている、グアム島に生

息するアカハラショウビンです。 

 

ミヤコショウビンとの違いは足の色

で、アカハラショウビンの足は黒っ

ぽい色ですが、ミヤコショウビンを

発見した田代さんは、足の色はおな

かの色と同じオレンジ系だったと話

していたそうです。 

 
Photo Courtesy: WAZA  

(World Association of Zoos and Aquariums)  
 

 

それにしても、今から 125年前にたった１羽だけみつかり、その後は全く宮古島で

発見されることがなかった新種のミヤコショウビン。 

 

ミヤコショウビンの話は、たくさんの謎（なぞ）につつまれています。 

１． ミヤコショウビンは、本当に宮古島だけに生息していたのだろうか？ 

２． ミヤコショウビンは、どこか他の土地や島から来た、迷い鳥ではなかったの

だろうか？ 

３． ミヤコショウビンは、鳥好きの人が外国からペットとして持ち込んだのでは

ないだろうか？ 

４． 発見者の田代さんが、発見した場所や時期について勘違いをしていたのでは

ないか？ 

 

これまでは、標本の傷みも大きいので、そのどれが正しいのかを知る事ができませ

んでしたが、いまではＤＮＡや分子生物学的解析（かいせき）という科学的な方法

で調べる技術が高くなってきています。 

山階鳥類研究所でも、ミヤコショウビンのこれまでわからなかった新しい事実が発

見されるかもしれないと考えています。 

 

「むかし、宮古島には美しいミヤコショウビンという、足もオレンジ色のとてもオ

シャレな鳥が生息していたのかもしれない。」 と考えるだけで、夢があって楽し

いですよね。 
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